
 

 
（財）移動無線センター  （取材 平成２３年８月９日）

【災害活用事例 インタビュー】 
東日本大震災の支援 

大阪ガス株式会社 様 
本社所在地 大阪市

【ユーザープロフィール】 

大阪ガス㈱様は、都市ガスの安定供給と保安の確保にあ

たり、業務用無線を使用するのに加えて、チャンネル不

足や緊急時などのため車載及び携帯型のMCA無線を併せ

て活用しておられます。 

 

大阪ガス㈱様は、仙台市、塩釜市、石巻市、気仙沼市にお

ける約３３万戸の復旧応援に参加されました。 

その状況について、現地で応援隊に参加された大阪ガス㈱

の導管事業部中央保安指令部システム・通信技術チームの坂

田典生副課長さんにお話を伺いました。 

 

【MCA無線の活用状況はいかがでしたか】 

「仙台市内では、複数のブロックに分けて復旧活動が展開されま

した。全国のガス事業者が持ち込んだ約７００台の移動無線機

（ガス復旧応援用の業務用移動無線（以下、復旧応援用移動無

線）とデジタルＭＣＡ無線（注））が各ブロック内での連絡用

として活用されました。」 

（注）大阪ガス（４５台）、東邦ガス（８６台） 

「大阪ガスのＭＣＡ無線は１０グループで使用できるように設

定し現地に持込みました。」 

「各ブロックのガス復旧作業では、修繕隊が移動無線で連絡を取

りながら同時並行して進めて行くため、修繕隊同士が混信しな

いよう無線周波数を割当てる必要があります。」 

「復旧応援用移動無線の周波数には限りがあるので、複数の修繕

隊各々に専用の無線周波数を割当てることができない場合に

は、混信を避けながら複数の地域で同一周波数を繰返し使う必

要があります。特に近隣の地域間では混信が起き易く、毎日、

作業場所が変わる度に各隊への周波数割当てを統制・差配する

作業が必要になりますが、この通信統制の作業を、私を含めた

数名の通信統括者が担当しました。」 

「復旧作業はまず都市周辺部から開始し、徐々に中心街へ向かっ

て進んで行きました。周辺部では無線周波数の繰返し使用が可

能だったため、最初は復旧応援用移動無線のみで作業を行いま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガス復旧の体制と大阪ガスの活動 

 

◆都市ガスの震災復旧のため、一般社団法人日本ガス協会のもと

に対策本部と現地救援対策本部が設置され、仙台、三陸、福島

の三地域に分割した応援隊が編成された。 

◆全国５９事業者の応援を含め、ピーク時は約４，６００名（う

ち被災地域の１６事業者は約５００名）が参加して、約４０．

２万戸に及ぶ設備の復旧活動を展開した。 

◆大阪ガス様は３月１４日に隊長以下５名が現地入りし、２４日

から業務を開始。延べ応援人数約１,３００名が参加し、仙台

市は４月１６日、他も５月３日には終了。 

 

した。その後、作業が中心部に進捗するに従って必要な無線周

波数の組数が最大約３０組になったため、復旧応援用移動無線

だけでは割当てが困難となりました。」 

「このような復旧応援用移動無線の周波数割当てが難しい場面

で、ＭＣＡ無線が大いに活躍しました。ＭＣＡ無線は各グル

ープ間で混信の心配が無く、近接した場所でも容易に使用で

きましたので、多数の班が同時に作業する場面で不可欠なも

のでした。」「また、ＭＣＡ無線のように通常使用している無

線機が、設定追加のみで直ちに仙台で使えた事はとても有効

でした。」 

「業務用無線と比べるとＭＣＡ無線は話すタイミングなどで慣

れが必要ですが、大阪ガスでは通常業務でもＭＣＡ無線を使っ

ているので問題はありませんでした。このような緊急時にス

ムーズに運用・操作するためには、普段の業務でも使用し慣

れておくことが重要だと思います。」 

【今回の経験を踏まえて、何か課題はありましたか】

「応援にあたっては、通常業務で使用しているMCA無線機を一定

期間持出すことになりましたが、本来業務での活用もあるため

持出せる台数には限界があります。このような場合の対応とし

て、復旧応援時の台数を補完するMCA無線機を備蓄しておく仕

組みがあり、様々な事業者がいざと言う時に使えるような環境

があればとても有効だと思います。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MCA無線機の準備・調整 風景


